
名古屋港管理組合人材育成基本方針

１ 人材育成基本方針改定にあたって

職員の意欲を喚起し、習得した能力を発揮して仕事に活かす、そして、その成果を適正に評

価し、やりがいや達成感を感じることで次の意欲につなげていくという人材育成のサイクル

を通して、職員一人ひとりが当事者意識を持ち、継続的な人材育成を全庁的に進めることに

より、誇りと使命感を持ち、名古屋港の将来を築いていく職員を育てていく

２ 目指すべき職員像と求められる要素

〈人材育成のサイクル〉

能力開発・発揮

意識・意欲 成 果

職員を支える

職場環境づくり

利用者の視点に立って考え、

地域の人びとから愛され、利用者から信頼される職員

目標の達成に向け、主体的に、

責任感を持って行動する職員

広い視野と熱意を持って、

名古屋港の将来を築いていく職員

〈求められる要素〉

「利用者目線」「公平・公正」

「コンプライアンス」

「利用者応対」「協働・連携」

〈求められる要素〉

「主体性・責任感」「自己成長」

「性格・迅速」「企画立案」

「折衝・調整」「チームワーク」

「部下・後輩の指導」

「リーダーシップ」

〈求められる要素〉

「名古屋港への愛着」

「チャレンジ」「コスト意識」

「先見性」「改革・改善」

「危機管理」



３ 人材育成のための方策

◎ 職員の意識改革・意欲向上、職員の意欲に応える能力開発、適正な人事管理、職員を支え

る職場環境づくりの４つの分野にまとめた方策を一体的に推進する。

◎ それぞれの方策において、「職員が取り組むこと」、「役職者が取り組むこと」「職員課が

取り組むこと」を示し、職場・組織全体で人材育成の重要性を共有する。

すく、いきいきと仕事に取り組める職場環境であることも必要です。

育成のための方策Ⅰ

職員の意識改革・意欲向上

▸ 自らの将来の姿を意識し、主体的

に必要な能力の開発に努めてい

き、活躍の場を広げる。

育成のための方策Ⅱ

職員の意欲に応える能力開発

▸ 職員の自己成長意識のもと、ＯＪ

Ｔに重点を置き、より実践的な育

成を図る。

育成のための方策Ⅲ

適正な人事管理

▸ 人材育成の視点に立った人事管理

の推進に努める。

（人材の活用、人事評価、能力・成果を反映

する給与制度、人材の確保）

育成のための方策Ⅳ

職員を支える職場環境づくり

▸ 倫理意識・自律性が高く、互いに

協力し合い、やりがいを持ってい

きいきと働くことができる職場

環境づくりに取り組む。

育成のための方策を一体的に推進

「意識・意欲」「能力開発・発揮」「成果」の

人 材 育 成 の サ イ ク ル を 継 続 的 に 循 環

それぞれの方策において、＜職員が取り組むこと＞、＜役職者が取り組むこと＞、＜職員課

として取り組むこと＞を示し、職場・組織全体で人材育成の重要性を共有することにより、

職員一人ひとりの能力を最大限発揮するとともに、組織力をより一層強化し、質の高い行政

サービスの提供につなげていきます。


